
１. 京都信⽤⾦庫の創業⽀援について

①平成19年 6⽉ 創業⽀援専⽤の融資商品「ここから、はじまる」取扱スタート

②平成25年 9⽉ 「創業・開業のご相談は京信へ」ポスターの全店展⽰スタート

③平成25年10⽉ 「起業家成⻑サロン」の開始

④平成26年 2⽉ 第１回「地域の起業家⼤賞」を発表

⑤平成26年 5⽉ ⽇本政策⾦融公庫との協調融資「公庫から、はじまる」取扱スタート

⑥平成27年 4⽉ 「⼥性起業家サロン」の開始
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２. 創業⽀援融資の年度別件数とH２６年度末までの倒産件数

「創業⽀援融資は担保が⼗分でない、
事業実績が⼗分にないので、

なんとなく現場のリスク負担感が⼤きい？」

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

①融資件数 ４２ ３５ ４７ ４６ ４７ ４５ １５４ ２５１

②H２６年度末迄の

倒産件数
２ １ ２ １ １ １ １ ０

③１２ヶ月倒産確率

（②÷①÷経過年数）
０．６８％ ０．４８％ ０．８５％ ０．５４％ ０．７１％ １．１１％ ０．６５％ ー
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３. 創業⽀援先の当初貸出額と直近貸出額

「創業⽀援融資は貸出伸⻑率が⼤きいので採算計算をするには
相当の年数のしっかりしたデータが必要となる。少なくとも
現時点で誰も正確には採算性は⾒えていない？」

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

①当初貸出額

(単位：百万円)
２１９ ２９７ ２１３ ２４５ ２０９ ２２３ ５８９ ８８４

②現在貸出額

(単位：百万円)
７２５ ６６５ ６００ １，１０４ ８４１ ７１５ １，５７９ ー

③伸長率

（②÷①）
３．３ ２．２ ２．８ ４．５ ４．０ ３．２ ２．７ ー
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４. なぜ京都信⽤⾦庫の創業⽀援融資件数が２年間で増加したのか？

【創業・新事業開拓支援に対する利用者等の評価】【地域中小企業への起業・創業支援の状況】
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５. ⾦融の社会的役割

成熟経済社会に向かうわが国にとって、

リスクに挑戦する起業家は社会の宝物であり、

⾦融機関はこれを全⼒で⽀援する責務を負う。
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(出所)⼀般財団法⼈ ベンチャーエンタープライズ
「起業家精神に関する調査」報告書 11



６. 私が創業融資に取組む理由

① 創業時の事業者は「話し下⼿」である。

② よって信⽤⾦庫が創業⽀援融資に取組むためには、
「聞き上⼿」でなければならない。

③ だとすれば、創業⽀援を推進すれば結果として
信⽤⾦庫の現場が「聞き上⼿」であふれるに違いない。

④ 現場が「聞き上⼿」であふれたら信⽤⾦庫の業績は
確実にアップする。
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株式会社 ⾷⼀
代表取締役 ⽥中 淳⼠ 様 13



（出所）
株式会社 ⾷⼀HP
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⼥性起業家サロン
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７. 最後に

(出所)⼀般財団法⼈ ベンチャーエンタープライズ
「起業家精神に関する調査」報告書
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